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臣
賞
◆

　
▽
愛
媛
県
愛
媛
大
学
教
育
学

部
附
属
小
２
年
・
若
狹
早
「
頭

の
イ
ナ
ズ
マ
」

　
▽
福
島
県
い
わ
き
市
立
小
名

浜
第
二
中
３
年
・
鈴
木
彩
花「
家

族
で
つ
な
ぐ
交
通
安
全
の
輪
」

　
◆
優
秀
作
＝
国
務
大
臣
・
国

家
公
安
委
員
会
委
員
長
賞
◆

　
▽
埼
玉
県
久
喜
市
立
太
田
小

１
年
・
森
永
紗
礼
「
と
う
げ
こ

う
で
き
を
つ
け
る
こ
と
」

　
▽
大
分
県
大
分
市
立
野
津
原

小
２
年
・
竹
山
明
里
「
わ
た
し

が
大
き
く
な
っ
た
ら
た
く
さ
ん

の
人
を
し
あ
わ
せ
に
し
た
い
」

　
▽
大
阪
府
大
阪
市
立
丸
山
小

３
年
・
中
西
広
「
や
さ
し
い
横

だ
ん
歩
道
」

　
▽
群
馬
県
太
田
市
立
強
戸
小

４
年
・
尾
内
美
玲
「
命
を
守
る

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
」

　
▽
鹿
児
島
県
長
島
町
立
川
床

小
５
年
・
浦
來
叶「
お
父
さ
ん
と

行
く
鶏
ふ
ん
配
達
と
交
通
安
全
」

　
▽
栃
木
県
那
須
塩
原
市
立
埼

玉
小
６
年
・
前
野
ち
え
り
「
登

校
班
の
問
題
児
」

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
立
南
中
１

年
・
大
脇
理
緒
「
後
悔
の
前
に

で
き
る
こ
と
」

　
▽
宮
崎
県
延
岡
市
立
南
浦
中

学
び
の
多
様
化
学
校
分
教
室

「
熊
野
江
教
室
」
２
年
・
小
田

原
み
ろ
く
「
右
、
左
、
右
っ
!!
」

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
家
庭
や

学
校
、
地
域
等
に
お
い
て
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合

っ
た
内
容
や
方
法
、
そ
の
結
果

実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
作

文
形
式
に
よ
り
広
く
国
民
か
ら

募
集
し
、
こ
れ
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
国
民
一
人
一
人
の
交
通

安
全
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図

り
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
る
。
昭
和
54
年
度
か

ら
開
催
さ
れ
、今
年
で
47
回
目
。

作
文
は
、
令
和
７
年
７
月
４
日

か
ら
９
月
12
日
ま
で
募
集
し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
小
学
生
の
部

が
９
４
２
点
、
中
学
生
の
部
が

２
４
８
７
点
の
合
計
３
４
２
９

点
。
最
優
秀
作
２
点
、
優
秀
作

11
点
、
佳
作
23
点
が
選
ば
れ
た
。

　
最
優
秀
作
は
、
１
月
14
日
開

催
の
「
第
66
回
交
通
安
全
国
民

運
動
中
央
大
会
」
で
表
彰
さ
れ

た
（
大
会
に
つ
い
て
は
26
日
付

既
報
）。

　
優
秀
作
品
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
作
文
表
題
）

　
◆
最
優
秀
作
＝
内
閣
総
理
大

　
▽
埼
玉
県
越
谷
市
立
南
中
３

年
・
金
子
由
奈「
守
り
た
い
も
の
」

　
◆
優
秀
作
＝
文
部
科
学
大
臣

賞
◆

　
▽
大
阪
府
四
條
畷
学
園
小
５

年
・
谷
青
葉
「
大
切
な
人
を
思

い
浮
か
べ
て
」

　
▽
埼
玉
県
越
谷
市
立
北
中
２

年
・
岩
舘
璃
沙
「
交
通
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
」

　
◆
佳
作
＝
警
察
庁
交
通
局
長

賞
◆

　
▽
宮
崎
県
宮
崎
市
立
大
淀
小

１
年
・
木
村
隼
輔
「
こ
ど
も
タ

ヌ
キ
の
こ
う
つ
う
じ
こ
」

　
▽
福
島
県
西
郷
村
立
熊
倉
小

１
年
・
中
里
心
花
「
あ
ん
ぜ
ん

に
あ
る
く
」

　
▽
香
川
県
高
松
市
立
円
座
小

１
年
・
山
﨑
椋
太
「
ぼ
く
の
と

う
こ
う
」

　
▽
茨
城
県
下
妻
市
立
大
形
小

２
年
・
染
野
心
暖
「
か
ぞ
く
で

ま
も
る
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
」

　
▽
群
馬
県
渋
川
市
立
橘
北
小

２
年
・
森
川
莉
望
「
こ
う
つ
う

ル
ー
ル
を
ま
も
ろ
う
」

　
▽
群
馬
県
太
田
市
立
太
田
小

３
年
・
岩
田
博
都
「
目
線
」

　
▽
茨
城
県
下
妻
市
立
大
宝
小

　
警
察
庁
、（
一
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
、（
公
財
）
三
井
住
友
海
上
福
祉
財
団
、（
一
財
）

日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
が
主
催
、
内
閣
府
と
文
部
科
学
省
が
後
援
す
る
令
和
７
年
度
交

通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
が
決
ま
っ
た
。
今
年
で
47
回
目
。
小
学
生
と

中
学
生
か
ら
合
計
３
４
２
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
２
点
に
最
優
秀
作
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

が
贈
ら
れ
た
。

❶交通安全ファミリー作文コンクールの
結果決まる 他
❷平河抄「おすすめを疑う」他
❸大阪「大阪市内ペースメーカー大作
戦」他
❹予想問題Ａ（14）（刑法・刑事訴訟法）、被害
者支援都民センター「もう一度会いたい」⑯

３
年
・
山
中
颯
真
「
安
心
・
安

全
は
一
人
一
人
の
心
が
け
」

　
▽
愛
知
県
名
古
屋
市
立
上
野

小
３
年
・
早
稲
田
怜
「
私
が
加

が
い
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
▽
茨
城
県
下
妻
市
立
下
妻
小

４
年
・
菊
地
優
莉
「
た
だ
い
ま

を
言
え
る
し
あ
わ
せ
」

　
▽
石
川
県
金
沢
市
立
小
坂
小

４
年
・
杉
本
彩
樹
「
交
通
安
全

を
人
任
せ
に
し
な
い
」

　
▽
愛
媛
県
四
国
中
央
市
立
長

津
小
４
年
・
村
上
央
征
「
み
ん

な
で
守
ろ
う
自
分
の
命
」

　
▽
香
川
県
観
音
寺
市
立
観
音

寺
小
５
年
・
亀
井
涼
市
「
ぼ
く

な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

　
▽
香
川
県
観
音
寺
市
立
観
音

寺
小
５
年
・
間
渕
羽
海
「『
な

が
ら
ス
マ
ホ
』
に
つ
い
て
」

　
▽
福
岡
県
朝
倉
市
立
甘
木
小

６
年
・
手
島
琉
生
「
交
通
ル
ー

ル
は
命
の
約
束
」

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
立
宮
前
小

６
年
・
藤
渕
悠
玄
「
命
を
守
る

心
配
性
」

　
▽
愛
媛
県
松
山
市
立
石
井
北

小
６
年
・
柳
瀬
新
奈
「
失
敗
か

ら
学
ぶ
防
げ
る
事
故
」

　
　
　
　  

（
2
面
に
つ
づ
く
）

交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
決
定

22
作
品
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

作
品
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

警
察
庁
で
楠
長
官
が
表
彰

巡
査
部
長
に
警
察
功
労
章

剣
道
3
大
会
優
勝
の
高
橋

　
警
察
庁
の
楠
芳
伸
長
官
は
、

１
月
20
日
、
剣
道
の
各
種
大
会

で
好
成
績
を
収
め
た
神
奈
川
県

保
土
ケ
谷
警
察
署
の
高
橋
萌
子

巡
査
部
長
（
32
）
に
長
官
賞

（
警
察
功
労
章
）
を
贈
っ
た
＝

写
真
。

　
高
橋
巡
査
部
長
は
、
日
ご
ろ

か
ら
剣
道
の
訓
練
に
努
め
心
身

と
術
技
を
磨
い
た
結
果
、
全
日

本
女
子
剣
道
選
手
権
第
56
回

（
平
成
29
年
９
月
・
長
野
）、

第
57
回
（
平
成
30
年
９
月
・
長

野
）、
第
64
回
（
令
和
７
年
11

月
・
東
京
）
大
会
で
優
勝
と
い

う
快
挙
を
達
成
。
警
察
術
科
の

向
上
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
東
京
・
霞
が
関

の
同
庁
長
官
応
接
室
で
実
施
。

楠
長
官
は
、「
そ
の
功
労
は
抜

群
で
一
般
の
模
範
で
あ
る
」
と

称
え
、
高
橋
巡
査
部
長
に
賞
状

を
手
渡
し
た
。
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８

行
う
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
警

察
活
動
を
通
じ
て
選
挙
違
反
に

関
す
る
情
報
を
幅
広
く
収
集

し
、
違
反
実
態
を
的
確
に
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
各
位
に
あ
っ
て
は
、
各
部
門

間
の
連
携
を
強
化
し
、
真
に
実

効
性
の
あ
る
取
締
体
制
を
確
立

し
た
上
で
、
選
挙
違
反
に
関
す

る
情
報
収
集
を
強
力
に
推
進
さ

れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
捜
査
の
重
点

を
、
買
収
、
詐
偽
投
票
、
投
票

偽
造
、
公
務
員
等
の
地
位
利

用
、
計
画
的
・
組
織
的
な
法
定

外
文
書
頒
布
等
選
挙
の
公
正
を

著
し
く
害
す
る
事
犯
に
置
き
、

こ
れ
ら
悪
質
な
違
反
に
対
し
て

は
、
積
極
的
な
検
挙
を
図
ら
れ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
微
な
違
反
で
あ
っ

て
も
外
見
上
明
ら
か
な
も
の
に

対
し
て
は
、
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
警
告
等
の
措
置
を
講
じ
、

違
反
状
態
の
早
期
除
去
と
違
反

ら
、
悪
質
な
違
反
の
積
極
的
な

検
挙
と
警
告
等
に
よ
る
軽
微
な

違
反
の
早
期
是
正
、
街
頭
演
説

時
の
自
由
妨
害
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の

虚
偽
事
項
公
表
等
へ
の
的
確
な

対
処
、
要
人
警
護
・
警
戒
警
備

の
徹
底
と
ロ
ー
ン
・
オ
フ
ェ
ン

ダ
ー
等
対
策
の
強
化
の
３
点
を

基
本
方
針
と
し
て
、
警
察
本
部

長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
警
察
の
各
部
門
が
緊
密

に
連
携
し
、
警
察
の
総
力
を
挙

げ
て
違
反
取
締
り
及
び
警
備
に

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
特
に

留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

２
点
述
べ
ま
す
。

第
１
は
、「
厳
正
公
平
な
違

反
取
締
り
の
徹
底
」
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
１
は
、「
悪
質
な
違
反

の
積
極
的
な
検
挙
と
警
告
等
に

よ
る
軽
微
な
違
反
の
早
期
是

正
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
厳
正
公
平
な
違
反
取
締
り
を

　
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
伴
う
全
国
警
察
本
部
長
会
議

の
開
催
に
当
た
り
、
所
信
の
一

端
を
述
べ
ま
す
。

　
選
挙
が
公
正
に
行
わ
れ
、
国

民
の
意
思
が
正
し
く
政
治
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
は
、
民
主
主
義

の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
選
挙
運
動
が

法
令
の
規
定
に
基
づ
き
公
正
か

つ
自
由
に
行
わ
れ
、
ま
た
、
選

挙
期
間
中
に
お
け
る
要
人
と
聴

衆
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
警
察
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
認
識
の
下
、
不
偏
不
党
・
厳

正
公
平
な
立
場
に
配
意
し
な
が

の
続
発
防
止
を
図
る
ほ
か
、
度

重
な
る
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず

違
反
を
続
け
る
者
に
対
し
て

は
、
厳
正
に
対
処
さ
れ
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
２
は
、「
街
頭
演
説
時

の
自
由
妨
害
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
虚

偽
事
項
公
表
等
へ
の
的
確
な
対

処
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
選
挙
を
め
ぐ
る
情
勢

を
踏
ま
え
る
と
、
選
挙
期
間
中

に
街
頭
演
説
を
妨
害
す
る
選
挙

の
自
由
妨
害
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
誹

謗
中
傷
・
虚
偽
事
項
公
表
等
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
各
位
に
あ
っ
て
は
、
街
頭
演

説
へ
の
妨
害
行
為
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
取
締
本
部
の
指

揮
の
下
、
警
備
、
刑
事
等
の
関

係
部
門
が
緊
密
に
連
携
し
、
刑

事
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ

き
も
の
が
あ
れ
ば
、
法
と
証
拠

に
基
づ
き
適
切
に
対
応
さ
れ
た

い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
の
虚
偽
事
項
公
表
等
に

つ
い
て
被
害
申
告
を
受
け
た
場

合
に
は
、
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
対
処
法
が
定
め
る
事

業
者
が
と
る
べ
き
措
置
と
事
業

者
の
通
報
窓
口
を
必
要
に
応
じ

て
教
示
す
る
と
と
も
に
、
被
害

届
等
の
速
や
か
な
受
理
に
努
め

ら
れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
３
は
、「
違
反
取
締
り

に
お
け
る
適
正
捜
査
の
推
進
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
警
察
が
違
反
取
締
り
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
法
令
に
基
づ

き
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
運
動
及

び
政
治
活
動
を
不
当
に
制
限
す

長
官
訓
示
要
旨

る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
各
位
に
あ
っ
て
は
、
総
選
挙

は
、
運
動
主
体
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
規
制
が
異
な
り
、
そ
の
仕
組

み
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
た
上
で
、
取
締

り
に
当
た
る
警
察
官
に
対
し
、

公
職
選
挙
法
に
関
す
る
知
識
や

取
締
要
領
等
に
つ
い
て
教
養
す

る
と
と
も
に
、
不
用
意
な
言
動

に
よ
っ
て
警
察
の
取
締
姿
勢
に

疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と
な
ど
が

な
い
よ
う
、
指
導
を
徹
底
さ
れ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
取
締
り
に
当
た
っ
て

は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
旨

と
し
、
取
調
べ
の
適
正
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
客
観
的
証
拠

の
収
集
の
徹
底
、
供
述
の
信
用

性
の
十
分
な
吟
味
等
、
適
正
捜

査
の
推
進
に
特
段
の
配
意
を
さ

れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

第
２
は
、「
要
人
警
護
・
警

戒
警
備
の
徹
底
と
ロ
ー
ン
・
オ

フ
ェ
ン
ダ
ー
等
対
策
の
強
化
」

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
１
は
、「
要
人
警
護
・

警
戒
警
備
を
万
全
に
行
う
た
め

の
態
勢
の
確
立
」
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　
今
般
の
総
選
挙
に
お
け
る
警

護
に
つ
い
て
は
、
警
護
実
施
の

決
定
か
ら
本
番
の
警
護
ま
で
の

期
間
が
非
常
に
短
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

状
況
の
下
で
も
、
総
理
や
閣

僚
、
政
党
幹
部
を
は
じ
め
と
す

る
要
人
、
候
補
者
等
に
対
す
る

テ
ロ
等
重
大
事
案
の
未
然
防
止

　
警
察
庁
は
24
日
、
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
27
日
公
示
、
２
月
８
日
投
票
の
日
程
で
閣

議
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
臨
時
の
「
全
国
本
部
長
会
議
」
を
、
東
京
・
千
代
田
区
隼
町
の
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
開
い
た
。
席
上
、
楠
芳
伸
長
官
は
①
厳
正
公
平
な
違
反
取
締
り
の
徹

底
②
要
人
警
護
・
警
戒
警
備
の
徹
底
と
ロ
ー
ン
・
オ
フ
ェ
ン
ダ
ー
等
対
策
の
強
化

―
に
つ
い

て
訓
示
し
た
。
な
お
、
同
日
に
は
同
庁
庁
舎
内
で
全
国
選
挙
違
反
取
締
主
管
課
長
会
議
と
全
国

警
護
担
当
課
長
会
議
も
開
催
。
前
日
23
日
に
は
捜
査
第
二
課
に
選
挙
の
「
違
反
取
締
対
策
室
」

も
設
置
し
た
。

を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
警
察
と
し
て
は
、
令
和
４
年

７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

に
お
い
て
発
生
し
た
安
倍
元
総

理
銃
撃
事
件
、
令
和
５
年
４
月

の
衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙
に
お

い
て
発
生
し
た
、
当
時
の
岸
田

総
理
に
対
す
る
爆
発
物
使
用
襲

撃
事
件
に
改
め
て
思
い
を
致

し
、「
選
挙
運
動
に
伴
う
警
護

に
お
い
て
は
、
通
常
の
警
護
に

比
べ
て
格
段
に
危
険
度
が
増

す
」
と
い
う
事
実
を
改
め
て
認

識
し
て
、
要
人
等
に
対
す
る
襲

撃
事
件
を
二
度
と
起
こ
さ
せ
な

い
と
い
う
強
い
決
意
の
下
、
警

護
に
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
各
位
に
あ
っ
て
は
、
警
護
が

頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
場
所
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
予
備
審
査

や
警
護
実
施
経
験
を
踏
ま
え
、

警
護
員
の
配
置
や
交
通
規
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め

整
理
す
る
と
と
も
に
、
警
備
部

門
に
と
ど
ま
ら
ず
、
交
通
、
刑

事
、
地
域
、
情
報
通
信
等
の
部

門
の
垣
根
を
越
え
て
、
警
察
の

総
合
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

態
勢
を
確
立
し
た
上
で
、
要
人

警
護
と
警
戒
警
備
に
当
た
ら
れ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　  

（
2
面
に
つ
づ
く
）

❶衆院選に伴う臨時の全国本部長会議を
開催
❷訓示つづき、来月 3日に保通協がセミ
ナー・展示会開く 他
❸静岡「自転車の違反行為に対する青切
符導入前に　解説動画を作成」他
❹予想問題Ａ（15）（刑法・刑事訴訟法）、被害
者支援都民センター「もう一度会いたい」⑰

楠長官
が訓示

臨
時
全
国
警
察
本
部
長
会
議
開
く

第第
5151
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

厳
正
公
平
な
取
締
り
を

厳
正
公
平
な
取
締
り
を
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報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
日
」
と

し
、
２
０
１
１
年
（
同
23
年
）

か
ら
は
毎
年
２
月
を
「
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
し

た
。

　
そ
の
後
、
２
０
１
４
年
（
同

26
年
）
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
基
本
法
が
成
立
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
２
０
１
５
年
（
同

27
年
）
か
ら
期
間
を
３
月
18
日

（
サ
（
３
）
イ
（
１
）
バ
（
８
）

ー
の
日
）
ま
で
拡
大
し
た
う
え

で
、
名
称
も
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
改
名
。
今

年
で
16
回
目
と
な
る
。

〈
２
０
２
６
年
の
サ
イ
バ
ー
セ

　
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
〉

　
２
０
２
６
年
は
「
サ
イ
バ
ー

は
ひ
と
ご
と
じ
ゃ
な
い
」
を
テ

ー
マ
に
設
定
。
広
く
一
般
国
民

を
対
象
と
し
つ
つ
、
世
代
を
問

俳
優
・
鈴
木
福

さ
ん
を
モ
デ
ル
に

起
用
し
た
啓
発
用

ポ
ス
タ
ー
画
像

（
提
供
・
内
閣
官

房
国
家
サ
イ
バ
ー

統
括
室
）

わ
ず
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
重
要
性
に
気
づ
い
て
い
な
い

人
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
重
要
性
は
知
っ
て
い
る
が
ど

う
対
策
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
人
に
加
え
、
対
策
が
十
分
に

進
ま
な
い
傾
向
に
あ
る
中
小
企

業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
心
に
普

及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
対
策
の
重
要
性
の
意
識
付

け
や
対
策
の
浸
透
・
底
上
げ
を

図
る
。

　
期
間
中
は
、
都
道
府
県
警
察

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、
学
生
向
け

の
Ｃ
Ｔ
Ｆ
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス

キ
ル
を
競
い
合
う
競
技
形
式
の

ゲ
ー
ム
）
大
会
、
官
民
の
関
係

機
関
・
団
体
主
催
に
よ
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す
る
勉
強

会
、
中
小
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
、
各
地
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含

む
）
で
約
１
６
０
件
（
２
０
２

６
年
１
月
22
日
時
点
）
の
関
係

機
関
・
団
体
等
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
。

〈
関
連
行
事
〉

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

間
の
前
後
を
含
む
、
２
０
２
６

年
１
月
19
日
か
ら
３
月
31
日
ま

　
２
０
２
６
年
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
の
概
要
は
次

の
通
り
。

〈
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

　
間
に
つ
い
て
〉

　
政
府
は
、
毎
年
２
月
１
日
か

ら
３
月
18
日
を
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
位
置
づ

け
、
産
官
学
民
で
連
携
し
て
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
普
及
啓
発
活
動
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
る
。

〈
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

　
間
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の

　
か
？
〉

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
政
府
戦
略
で
あ
る
「
第
１
次

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
計

画
」
が
２
０
０
６
年
（
平
成
18

年
）
２
月
２
日
に
策
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
２
月
２
日
を
「
情

で
の
期
間
で
、
日
本
国
内
で
行

わ
れ
る
営
利
目
的
で
は
な
い
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
啓

発
の
た
め
の
行
事
を
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
関
連
行
事

と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
月
間
２
０
２
６
特
設
サ
イ

ト
（h

ttp
s:/

/
secu

rity
-

p
o
r
ta

l.c
y
b
e
r
.g

o
.jp

/

cybersecuritym
onth/2026/

）

に
掲
載
し
て
い
る
。
各
地
（
オ

ン
ラ
イ
ン
含
む
）
で
約
１
６
０

件
（
２
０
２
６
年
１
月
22
日
時

点
）
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
。

〈
期
間
中
の
国
家
サ
イ
バ
ー
統

　
括
室
（
Ｎ
Ｃ
Ｏ
）
主
催
行
事
〉

①
　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

　
２
月
２
日
に
開
催
。
今
回
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

普
及
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
俳

優
・
鈴
木
福
さ
ん
と
一
緒
に
、

楽
し
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。
ま
た
、
大

阪
・
関
西
万
博
万
博
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
も

登
壇
す
る
。

②
　
Ｎ
Ｃ
Ｏ
主
催
中
小
企
業
向

け
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ミ
ナ
ー

　
３
月
上
中
旬
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
主
催

に
よ
り
、
中
小
企
業
向
け
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
予
定
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
誰
で
も
参
加

で
き
る
。
詳
細
は
２
月
中
旬
に

公
表
予
定
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
月
間
２
０
２
６
特
設
サ

イ
ト
で
確
認
を
。

　
政
府
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
18
日

ま
で
を
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
に
設
定
し
、
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
今
年

は
「
サ
イ
バ
ー
は
ひ
と
ご
と
じ
ゃ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
。
世
代
を
問
わ
ず
広
報
啓
発
を
す

る
ほ
か
、
中
小
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展
開
す
る
。

❶ 2月からサイバーセキュリティ月間が
スタート 他
❷鎌田大阪府警本部長略歴 他
❸愛知「似顔絵作成ＡＩ検証へ 産学官共
同実験を開始」他
❹予想問題Ａ（17）（刑法・刑事訴訟法）、被害
者支援都民センター「もう一度会いたい」⑲

〈
Ｎ
Ｃ
Ｏ
が
実
施
す
る
広
報
〉

　
鈴
木
福
さ
ん
が
モ
デ
ル
の
ポ

ス
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
、
周
知
動
画
な
ど
を
制
作
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
は
広
く
関
係
省

庁
、
都
道
府
県
警
察
、
自
治

体
、
協
力
団
体
に
配
布
し
、
啓

発
を
行
う
。

　
周
知
用
動
画
は
関
係
省
庁
、

協
力
団
体
、
大
学
、
自
治
体
等

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
放

映
す
る
ほ
か
、
電
車
内
サ
イ
ネ

ー
ジ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
と
し
て
も

配
信
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ポ
ス
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
用
の
画
像
は
、
月
間
期

間
中
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
月
間
２
０
２
６
特
設
サ
イ
ト

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

月
間
期
間
中
は
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
啓
発
に
使
用
可

能
。
ま
た
、
周
知
用
動
画
は
、

月
間
期
間
中
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（https:/
/
w
w
w
.youtube.

com
/@

N
C
O
cyberchannel

）

で
視
聴
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
本
部
長
で
も
あ
る
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
、
首
相
官
邸
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
（
２
月

１
日
よ
り
順
次
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
掲
載
予
定
）。

〈
今
回
の
月
間
の
特
色
〉

　
今
回
の
月
間
で
の
、
昨
年
と

比
較
し
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、

○
　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
先
頭
に
立
つ
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
本
部
長
の
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信

○
　
月
間
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
、
２
０
１
７
年
以
来
と
な

る
、
一
般
人
が
現
地
で
参
加
で

き
る
形
で
実
施

○
　
わ
か
り
や
す
い
普
及
啓
発

コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
な
ど
、
普

及
啓
発
効
果
の
一
層
の
向
上
に

向
け
た
取
組
の
強
化

○
　
国
家
サ
イ
バ
ー
統
括
室
関

係
者
が
講
演
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
対
処

能
力
強
化
法
に
基
づ
く
取
組
や

新
た
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
戦
略
の
発
信

を
行
っ
て
い
く
予
定
。

〈
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
〉

　
期
間
中
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
公
式
の
Ｘ

（https://x.com
/cas_cyberpr

）

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
「
＃
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
は
全
員
参
加
」
を
つ
け
て
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
関

連
の
情
報
を
発
信
し
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
啓
発
の

機
運
を
醸
成
し
て
い
く
。

世代を世代を
問わず問わず

2
月
か
ら
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

対
策
の
重
要
性
を
啓
発

対
策
の
重
要
性
を
啓
発
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▽
大
阪

府
警
察
本

部
長
　
鎌

田
徹
郎
警

視
監
　
昭

和
43
年
９
月
生
ま
れ
、
埼
玉
県

出
身
。
平
成
４
・
３
東
京
大
法

卒
、
４
・
４
採
用
、
７
・
８
福

岡
県
外
事
課
長
、
９
・
３
新
潟

県
捜
査
二
課
長
、
10
・
８
警
視

庁
捜
査
二
課
、
12
・
８
警
察
庁

捜
査
二
課
、
14
・
８
金
融
庁
総

務
企
画
局
総
務
課
補
佐
、
16
・

９
警
察
庁
人
事
課
付
（
外
務
省

研
修
所
）、
17
・
１
同
企
画
分

析
課
、
17
・
７
在
イ
タ
リ
ア
日

本
国
大
使
館
一
等
書
記
官
、
20

・
８
警
察
庁
捜
査
一
課
理
事

官
、
21
・
７
同
長
官
官
房
企
画

官
兼
刑
事
企
画
課
理
事
官
、
23

・
８
警
視
庁
捜
査
二
課
長
、
25

・
８
神
奈
川
県
刑
事
部
長
、
27

・
10
警
察
庁
捜
査
支
援
分
析
管

理
官
、
28
・
５
同
捜
査
一
課
長
、

29
・
８
滋
賀
県
本
部
長
、
令
和

１
・
12
警
察
庁
組
織
犯
罪
対
策

企
画
課
長
、
２
・
８
警
視
庁
組

織
犯
罪
対
策
部
長
、
３
・
８
警

察
庁
長
官
官
房
審
議
官
（
刑
事

局
・
犯
罪
収
益
対
策
担
当
）
兼

生
活
安
全
局
付
、
４
・
10
愛
知

県
本
部
長
、
７
・
１
警
視
庁
副

総
監
、
特
殊
詐
欺
対
策
本
部
長

事
務
取
扱
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
本
部
長
事
務
取

扱
、
７
・
10
同
副
総
監
、
匿
名

・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
対
策

本
部
長
事
務
取
扱
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本
部
長
事

務
取
扱

▽
警
視

庁

副

総

監
、
警
務

部
長
事
務

取
扱
、
匿

名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
対

策
本
部
長
事
務
取
扱
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本
部
長

事
務
取
扱

　
親
家
和
仁
警
視
監

　
昭
和
44
年
12
月
生
ま
れ
、
兵

庫
県
出
身
。
平
成
６
・
３
東
京

大
法
卒
。
６
・
４
採
用
、
11
・

３
京
都
府
公
安
課
長
、
13
・
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
推
進

課
補
佐
、
15
・
５
警
察
庁
刑
事

企
画
課
、
17
・
４
愛
知
県
捜
査

二
課
長
、
18
・
８
警
察
庁
刑
事

企
画
課
（
法
務
省
刑
事
局
付
）、

20
・
７
同
交
通
指
導
課
・
理
事

官
、
21
・
７
同
捜
査
一
課
理
事

官
、
22
・
９
警
視
庁
広
報
課
長
、

23
・
８
警
察
庁
長
官
官
房
企
画

官
兼
刑
事
企
画
課
理
事
官
、
25

・
２
愛
知
県
刑
事
部
長
、
27
・

３
警
察
庁
捜
査
一
課
検
視
指
導

室
長
兼
組
織
犯
罪
対
策
企
画
課

犯
罪
組
織
情
報
官
兼
内
閣
府
死

因
究
明
等
施
策
推
進
室
企
画

官
、
28
・
９
同
警
備
局
付
（
内

閣
情
報
調
査
室
）、
31
・
１
同

捜
査
一
課
長
、
令
和
２
・
８
和

歌
山
県
本
部
長
、
３
・
11
警
察

庁
刑
事
企
画
課
長
、
４
・
10
同

長
官
官
房
審
議
官
（
刑
事
局
・

犯
罪
収
益
対
策
担
当
）
兼
生
活

安
全
局
付
、
６
・
８
警
視
庁
刑

事
部
長

▽
警
察

庁
長
官
官

房
審
議
官

（
刑
事
局

・
犯
罪
収

益
対
策
・
調
整
担
当
）
兼
生
活

安
全
局
付

　
遠
藤
剛
警
視
監

昭
和
45
年
４
月
生
ま
れ
、
福
島

県
出
身
。
平
成
７
・
３
東
京
大

法
卒
。
７
・
４
採
用
、
10
・
８

警
察
庁
生
活
環
境
課
、
12
・
９

奈
良
県
捜
査
二
課
長
、
14
・
９

警
視
庁
刑
事
部
管
理
官
、
16
・

８
警
察
庁
捜
査
二
課
、
17
・
10

同
人
事
課
、
20
・
７
在
香
港
日

本
国
総
領
事
館
領
事
、
23
・
９

警
察
庁
捜
査
二
課
理
事
官
、
25

・
２
同
長
官
官
房
企
画
官
兼
刑

事
企
画
課
理
事
官
、
26
・
９
同

総
務
課
政
策
企
画
官
、
27
・
８

警
視
庁
捜
査
二
課
長
、
28
・
11

警
察
庁
人
事
課
人
事
総
括
企
画

官
、
30
・
11
同
警
備
局
付
（
内

閣
情
報
調
査
室
）、
31
・
３
同

警
備
局
付
（
内
閣
官
房
長
官
秘

書
官
事
務
取
扱
）、
令
和
２
・

９
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
３

・
10
警
察
庁
刑
事
局
付
、
３
・

11
和
歌
山
県
本
部
長
、
４
・
８

警
察
庁
総
務
課
長
、
５
・
９
同

人
事
課
長

▽
警
視

庁
刑
事
部

長
　
松
田

哲
也
警
視

監
　
昭
和

47
年
２
月
生
ま
れ
、
福
井
県
出

身
。
平
成
７
・
３
京
都
大
法
卒
。

７
・
４
採
用
、
10
・
８
沖
縄
県

捜
査
二
課
長
、
12
・
８
警
視
庁

捜
査
二
課
、
14
・
９
警
察
庁
捜

査
二
課
、
16
・
８
金
融
庁
検
査

局
総
務
課
長
補
佐
、
18
・
８
愛

知
県
捜
査
二
課
長
、
20
・
１
警

察
庁
捜
査
二
課
、
21
・
10
同
刑

事
企
画
課
・
理
事
官
、
23
・
８

警
視
庁
教
養
課
長
、
25
・
２
警

察
庁
捜
査
二
課
理
事
官
、
26
・

４
兵
庫
県
刑
事
部
長
、
27
・
10

警
察
庁
刑
事
局
付
（
法
務
省
刑

事
局
付
）、
29
・
８
福
岡
県
暴

力
団
対
策
部
長
、
30
・
９
警
察

庁
捜
査
二
課
長
、
令
和
２
・
８

同
捜
査
一
課
長
、
３
・
８
大
分

県
本
部
長
、
４
・
10
警
察
庁
刑

事
企
画
課
長
、
６
・
８
同
長
官

官
房
審
議
官
（
刑
事
局
・
犯
罪

収
益
対
策
担
当
）
兼
生
活
安
全

局
付

　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

　
定
例
国
家
公
安
委
員
会
は
１

月
29
日
に
開
か
れ
、
警
察
庁
か

ら
次
の
報
告
と
説
明
が
行
わ
れ

た
。

〈
議
題
〉

　
▽
「
道
路
交
通
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
案
」
に
対
す
る
意
見
の
募

集〈
報
告
〉

　
▽
令
和
７
年
に
お
け
る
「
仮

装
身
分
捜
査
」
の
実
施
状
況

　
▽
令
和
７
年
に
お
け
る
日
・

米
重
大
犯
罪
防
止
対
処
協
定

（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
協
定
）
の
実
施
状

況

新
任
者
の
略
歴

＝②＝

４
、
警
察
と
対
象
施
設
管
理
者

　
等
と
の
連
携
の
在
り
方

（
１
）
課
題

　
現
行
の
小
型
無
人
機
等
飛
行

禁
止
法
に
お
い
て
、
警
察
官

は
、
措
置
命
令
の
相
手
方
が
現

場
に
い
な
い
と
き
等
は
、
危
害

排
除
措
置
を
と
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
の
権
限
は
、
皇
宮

護
衛
官
及
び
海
上
保
安
官
の
職

務
執
行
に
つ
い
て
準
用
さ
れ
る

ほ
か
、
対
象
防
衛
関
係
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
た
自
衛
隊
の
施

設
を
職
務
上
警
護
す
る
自
衛
官

（
以
下
単
に
「
自
衛
官
」
と
い

う
）
及
び
対
象
空
港
と
し
て
指

定
さ
れ
た
施
設
の
管
理
者
等
に

つ
い
て
、
一
定
の
限
定
を
付
し

た
上
で
準
用
さ
れ
る
が
、
対
象

原
子
力
事
業
所
の
管
理
者
等
に

は
、
危
害
排
除
措
置
の
権
限
が

付
与
さ
れ
て
い
な
い
。

　
対
象
原
子
力
事
業
所
に
つ
い

て
、警
察
で
は
、ド
ロ
ー
ン
対
処

資
機
材
等
を
装
備
し
た
原
発
特

別
警
備
部
隊
が
24
時
間
体
制
で

警
戒
警
備
に
当
た
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、
そ
の
敷
地
の
広
大
さ
を

踏
ま
え
、ま
た
、イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と

し
た
場
合
も
念
頭
に
置
い
て
、

よ
り
迅
速
・
的
確
・
効
果
的
な
対

処
を
行
う
た
め
の
方
策
を
検
討

す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
点
、
原
子
力
事
業
所
へ

の
不
審
者
の
侵
入
対
策
と
し

て
、
警
察
官
が
、
警
戒
じ
ょ
う

の
携
帯
が
認
め
ら
れ
て
い
る
警

備
員
と
連
携
し
、
原
子
力
事
業

者
が
設
置
し
た
フ
ェ
ン
ス
セ
ン

サ
ー
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
、
監
視

カ
メ
ラ
等
を
活
用
し
て
い
る
の

と
同
様
に
、
危
険
な
ド
ロ
ー
ン

飛
行
へ
の
対
策
と
し
て
、
原
子

力
事
業
者
が
整
備
す
る
ド
ロ
ー

ン
対
処
資
機
材
を
活
用
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
対
象
原
子
力

事
業
所
の
一
部
の
施
設
で
は
、

そ
の
職
員
等
が
法
令
の
範
囲
内

で
対
処
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

自
主
的
に
ド
ロ
ー
ン
対
処
資
機

材
の
整
備
に
向
け
た
試
験
的
運

用
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
の
成
立

要
件
は
個
別
具
体
的
に
判
断
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
刑
事
上
・

民
事
上
の
責
任
追
及
を
危
惧
し

て
的
確
な
対
処
が
困
難
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
る
。

　
こ
の
点
、
危
害
排
除
措
置
の

一
環
と
し
て
、
警
察
官
が
対
象

施
設
の
管
理
者
等
に
命
じ
て
必

要
な
措
置
を
行
わ
せ
る
こ
と
も

許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る

が
、
現
行
の
小
型
無
人
機
等
飛

行
禁
止
法
に
お
い
て
、
そ
の
旨

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

当
該
措
置
が
警
察
官
の
責
任
の

下
で
行
わ
れ
る
も
の
か
、
正
当

防
衛
・
緊
急
避
難
と
し
て
自
ら

の
責
任
の
下
で
行
う
も
の
か
、

責
任
の
所
在
が
不
明
確
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
明
確
化
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
性
が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

過
去
5
年
で
最
多
に

は
件
数
・
人
数
と
も
増

年
末
年
始
の
山
岳
遭
難

技
術
の
進
展
に
伴
う
危
険
な
ド
ロ
ー
ン

技
術
の
進
展
に
伴
う
危
険
な
ド
ロ
ー
ン

飛
行
へ
の
対
策
に
関
す
る
報
告

飛
行
へ
の
対
策
に
関
す
る
報
告
書書

〈13〉

－－

違
法
な
ド
ロ
ー
ン
飛
行
対
策
に
関
す
る
検
討
会

違
法
な
ド
ロ
ー
ン
飛
行
対
策
に
関
す
る
検
討
会

－－

　
警
察
庁
は
、
さ
き
ご
ろ
「
年

末
年
始
に
お
け
る
山
岳
遭
難
に

係
る
警
察
措
置
」
を
ま
と
め

た
。

　
年
末
年
始
（
令
和
７
年
12
月

29
日
～
令
和
８
年
１
月
３
日
）

の
山
岳
遭
難
発
生
件
数
は
53

件
、
遭
難
者
は
死
者
が
４
人
、

行
方
不
明
者
が
２
人
、
負
傷
者

が
23
人
、
無
事
救
出
が
40
人
の

合
計
69
人
。
前
年
同
期
と
比
べ

る
と
、
発
生
件
数
は
１
件
増
、

遭
難
者
数
は
死
者
が
増
減
ゼ

ロ
、
行
方
不
明
者
が
１
人
減
、

負
傷
者
が
６
人
増
、
無
事
救
出

が
３
人
減
で
計
２
人
増
え
た
。

発
生
件
数
、
遭
難
者
数
と
も
過

去
５
年
で
最
多
と
な
っ
た
。

　
全
国
の
警
察
で
は
、
山
岳
警

備
隊
員
な
ど
を
中
心
に
延
べ
約

３
１
１
人
を
投
入
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
４
回
出
動
さ
せ
、
捜
索

救
助
活
動
を
行
っ
た
。



　　　

　　

　

◇中国軍機が自衛隊機にレーダー

　照射

　小泉進次郎防衛相は沖縄本島南

東の公海上空で、中国海軍の空母

「遼寧」から発艦したＪ 15 戦闘

機が、航空自衛隊のＦ 15 戦闘機

に２回レーダー照射を行ったと発

表した。政府は不測の事態を招き

かねない危険な行為だとして、中

国側に抗議した（７日）

◇スマホ新法が施行

　スマートフォンの基本ソフト

（O S）事業者による市場支配を

規制する「スマートフォン特定ソ

フトウエア競争促進法」（スマホ

新法）が施行された。Google（グ

ーグル）や Apple（アップル）と

いった大手事業者の独占的な行為

が規制される（18 日）

◇首都直下地震の被害想定 10 年

　ぶり見直し

　政府の中央防災会議は、マグニ

チュード７級の首都直下地震の被

害想定を約 10 年ぶりに見直し、

報告書を公表した。死者は最大 1

万 8,000 人、建物の全壊・焼失は

約 40 万棟を想定。耐震化などが

進んだことで前回の想定より被害

が２～３割減となった（19 日）

◇政策金利 0.75％に引き上げ

　日本銀行は政策金利である短期

金利の誘導目標を 0.75％程度に引

き上げることを決定した。約 30

年ぶりの高い水準（19 日）

◇初の中央アジア５カ国による首

　脳会合

　日本政府と中央アジア５カ国に

よる初の首脳会合が都内で開かれ

た。出席したのはカザフスタン、キ

ルギス、タジキスタン、トルクメニ

スタン、ウズベキスタンの首脳。中

央アジアは、鉱物資源が豊富で、ロ

シアを経由しない輸入ルートの確

保などについて協議した（20 日）

◇青森県で震度６強の地震

　青森県東方沖を震源とする地震

があり、八戸市で震度６強を観測

した。気象庁は北海道と東北地方

の太平洋沿岸に津波警報を出した

（８日）

◇国内のパンダがゼロに

　東京・上野動物園の双子のジャ

イアントパンダ、シャオシャオと

レイレイが、2026 年１月下旬に

中国へ返還される見通しとなっ

た。現在、国内にいるパンダはこ

の２頭のみのため、返還後は国内

から約 50 年ぶりにパンダが姿を

消すことになる（15 日）

◇個室サウナ火災で男女２人死亡

　東京都港区赤坂の５階建て個室

サウナ店の一室の内壁などが焼け

た。室内では利用客の 30 歳代の

男女２人が意識不明の状態で倒れ

ているのが見つかり、搬送先の病

院で死亡が確認された（15 日）

◇日本プロ野球選手、米大リーグ

　への移籍続々

　プロ野球ヤクルトから米大リー

グ移籍を目指していた村上宗隆内

野手（25）が、ホワイトソックス

と契約を結ぶことで合意した（21

日）。また、西武の今井達也投手

（27）はアストロズと（２日）、

巨人の岡本和真内野手（29）はブ

ルージェイズと契約合意し移籍す

ると米側球団が公表した（３日）

◇Ｈ３ロケット打ち上げ失敗

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）

は、主力ロケット「Ｈ３」８号機

の打ち上げに失敗した（22 日）

◇ジャンボ尾崎さん死去

　男子プロゴルフの日本ツアーで

通算最多の 94 勝を挙げ、「ジャン

ボ尾崎」の愛称で親しまれてきた

プロゴルファーの尾崎将司さんが

Ｓ状結腸がんのため亡くなっ

た。78 歳だった（23 日）

◇永谷園がふりかけ自主回収

　永谷園はふりかけ商品「おとな

のふりかけ紅鮭」6360 個を自主

回収すると発表した。「辛子明太

子」のふりかけを誤って封入し

た。辛子明太子には小麦を使用し

ているため、アレルギーを持つ消

費者は口にしないよう注意を呼び

かけている（３日）

◇「スタンド・バイ・ミー」米映 

　画監督を息子が殺害

　「スタンド・バイ・ミー」など

で知られる米映画監督ロブ・ライ

ナーさん夫妻がロサンゼルスの自

宅で死亡しているのが見つかっ

た。犯人はライナーさんの息子

で、現地警察が逮捕した（16 日）

◇中国が台湾周囲で軍事演習

　中国軍は台湾の周囲で軍事演習

を実施した。台湾本島周辺海域へ

の長距離実弾射撃などの実戦を想

定したもので、ロケット弾も発射

した模様（30 日）

◇スイスのバーで大規模火災

　スイス南部クランモンタナのバ

ーで爆発を伴う火災が発生し

た。少なくとも 40 人が死亡、115

人が負傷した。火元は花火を上に

つけたシャンパンボトルとみられ

ている（１日）

◇米国がベネズエラ大統領を拘束

　米国は南米ベネズエラの首都カ

ラカスなどを地上攻撃した。同国

の反米左派ニコラス・マドゥロ大

統領を妻とともに拘束。国外に移

送したことも明かした（３日）

◇４都県警合同捜査本部が闇バイ

　ト強盗犯逮捕を発表

　警視庁や千葉、埼玉、神奈川各

県警による合同捜査本部は、2024

年に首都圏で相次いだいわゆる

「闇バイト」による強盗事件のう

ち、千葉県市川市での事件を指示

した疑いで男４人を逮捕したと発

表した（５日）

◇アジア詐欺対策国際会議で楠長

　官が基調講演

　国を越えた捜査機関同士で情報

共有を行う「アジア詐欺対策国際

会議」が都内で開かれた。会議に

は、カンボジアやインドネシアと

いった東南アジア各国をはじ

め、ASEANPOL などの機関が参

加。会議席上では、日本を代表し

て警察庁の楠芳伸長官が基調講演

を行った（10 日）

◇福岡「H K T48 劇場」で２人刺

　傷

　福岡市中央区地行浜の商業施設

付近で、男女２人が刃物のような

もので刺された（14 日）。2 人の

命に別条はないという。刺された

男性は付近にあるアイドルグルー

プ「H K T48」専用劇場のスタッ

フ。県警は現場から逃げた、無職

・山口直也被疑者（30）を殺人未

遂容疑で逮捕した（15 日）

◇水戸市でネイリスト女性殺害か

　茨城県水戸市のアパートの一室

で、住人のネイリストの女性（31）

が玄関内で血を流して倒れている

のを帰宅した夫が見つけた。搬送

先の病院で死亡を確認。水戸署は

殺人事件の可能性も含め捜査して

いる（１日）

12 月 4 日～ 1 月 7 日
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10
月
11
～
12
日
の
２
日
間
、
警
察
庁
の
主
催
す
る
「
第
55
回
全
国
白
バ

イ
安
全
運
転
競
技
大
会
」
が
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
・
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
「
安
全
運
転
中
央
研
修
所
」
で
開
催
さ
れ
た
。
各
都
道
府
県

警
察
と
皇
宮
警
察
か
ら
選
抜
さ
れ
た
白
バ
イ
隊
員
が
出
場
。
▽
バ
ラ
ン
ス

走
行
操
縦
（
男
性
Ａ
・
女
性
）
▽
ト
ラ
イ
ア
ル
走
行
操
縦
（
男
性
Ｂ
）
▽

不
整
地
走
行
操
縦
（
男
性
Ａ
）
▽
傾
斜
走
行
操
縦
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
）
（
男

性
Ｂ
・
女
性
）

―
を
予
定
し
て
い
た
が
、
今
年
は
天
候
不
良
の
た
め
、
バ

ラ
ン
ス
走
行
操
縦
競
技
と
ト
ラ
イ
ア
ル
走
行
操
縦
競
技
は
中
止
さ
れ
た
。

1
部　警視庁  2

部 熊本県警が優勝
個人競技は愛知県警、熊本県警、兵庫県警に栄冠

個人競技の部

団体競技の部

第 55 回全国白バイ
安全運転競技大会

個
人
競
技
優
勝
者
㊤
は
愛
知
県
警
の
古
賀
巡
査
長
、
㊥
は
熊
本
県
警
の
川
上
巡
査
長
、
㊦
は
兵
庫
県
警
の
塩
津
巡
査

順位 都道府県名 得点

第 1部

優勝 警視庁 2,901

第 2 位 兵庫県 2,874

第 3 位 愛知県 2,862

第 2 部

優勝 熊本県 1,943

第 2 位 山梨県 1,937

第 3 位 高知県 1,930

第 4 位 鹿児島県 1,908

第 5 位 愛媛県 1,900

第 6 位 福島県 1,895

　
参
加
し
た
の
は
、
男
性
選
手

が
90
人
（
第
１
部
＝
９
都
府
県

警
、
第
２
部
＝
35
道
府
県
と
皇

宮
警
察
）、
女
性
選
手
が
34
人

（
25
都
道
府
県
）。

11
日
は
天
候
不
良
の
影
響
で

バ
ラ
ン
ス
走
行
操
縦
と
ト
ラ
イ

ア
ル
走
行
操
縦
が
中
止
と
な

り
、男
性
の
部
で
は
２
種
目（
皇

宮
警
察
は
傾
斜
走
行
の
み
）
、

女
性
の
部
で
は
１
種
目
が
行
わ

れ
た
。
会
場
で
は
、
大
勢
の
観

客
が
見
守
る
な
か
、
各
選
手
が

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
し

た
。

11
日
の
開
会
式
で
は
、
前
年

度
の
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
兵
庫

県
警
（
１
部
）・
高
知
県
警（
２

部
）
が
優
勝
旗
を
返
還
し
た

後
、
警
察
庁
の
楠
芳
伸
長
官
が

「
白
バ
イ
乗
務
員
は
、
警
察
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
脚
光
を
浴
び

る
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
高

い
安
全
意
識
と
運
転
技
量
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
白

バ
イ
乗
務
員
の
任
用
に
対
し
て

は
、
心
身
両
面
か
ら
厳
し
い
選

考
が
行
わ
れ
、
任
用
後
も
、
職

務
執
行
と
訓
練
を
通
じ
て
常
に

研
鑽
を
行
い
、
交
通
警
察
の
精

鋭
と
し
て
職
務
執
行
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

話
し
た
後
、「
本
大
会
は
、
日

々
の
研
鑽
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

白
バ
イ
乗
務
員
の
安
全
運
転
の

技
能
を
披
露
し
、
さ
ら
な
る
涵

養
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
昭
和
44
年
以

降
、
実
に
57
年
間
に
わ
た
る
長

い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
由
緒
あ

る
大
会
で
あ
り
ま
す
。
本
年

は
、
第
１
部
の
団
体
競
技
に
女

性
の
参
加
を
必
須
と
す
る
こ

と
、
男
性
競
技
に
お
い
て
選
手

は
こ
れ
ま
で
の
４
競
技
か
ら
２

競
技
に
参
加
す
る
こ
と
と
い
っ

た
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
ル

ー
ル
で
行
う
初
め
て
の
大
会
と

な
り
ま
す
。
全
国
の
白
バ
イ
乗

務
員
を
代
表
し
、
本
日
こ
の
場

に
集
ま
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
の

凜
と
し
た
姿
を
前
に
し
て
非
常

に
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
2
日
間
の
競
技
の
中
で
日

々
の
訓
練
な
ど
の
成
果
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
今
大
会
で
の
経
験
を
生
か

し
、
国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
る
交
通
警
察
の
実
現
に
貢
献

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
選
手
を
激
励
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
知
県
警
の
水
門

佑
介
巡
査
長
が
宣
誓
し
た
。

◎
　
１
日
目
（
11
日
）

〈
バ
ラ
ン
ス
走
行
操
縦
（
男
性

Ａ
・
女
性
）〉

　
白
バ
イ
の
運
転
に
最
も
大
切

な
バ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
パ
イ
ロ

ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
８
の
字
走

行
、
小
道
路
旋
回
、
ナ
ロ
ー
コ

ー
ス
、
回
避
制
動
等
に
よ
っ
て

競
う
。
コ
ー
ス
逸
脱
、
落
輪
等

が
減
点
対
象
と
さ
れ
る
。

〈
ト
ラ
イ
ア
ル
走
行
操
縦
（
男

性
Ｂ
）〉

　
ト
ラ
イ
ア
ル
走
行
操
縦
競
技

は
、
予
測
さ
れ
な
い
危
険
な
状

況
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
そ
れ

に
適
合
し
た
判
断
と
マ
シ
ン
操

作
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
人
車

の
安
全
な
バ
ラ
ン
ス
保
持
、
微

妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
、

正
確
な
走
路
維
持
等
の
基
本
走

行
技
術
の
向
上
を
図
る
も
の
。

ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
で
は
な

く
、
自
然
の
地
形
の
中
に
設
定

し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
を
走
行
。
足

つ
き
等
が
減
点
対
象
と
な
る
。

◎
　
２
日
目
（
12
日
）

〈
不
整
地
走
行
操
縦
（
男
性

Ａ
）〉

　
不
整
地
走
行
操
縦
競
技
は
、

走
行
中
の
危
険
な
状
況
を
想
定

し
て
不
整
地
に
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
安
全
運
転
走
行
の
技
術
を

競
う
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
で

き
る
だ
け
速
く
、
し
か
も
安
全

に
走
行
す
る
場
合
は
、車
と
人
間

が
一
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、乗
車
姿
勢
、ハ
ン

ド
ル
操
作
、ニ
ー
グ
リ
ッ
プ
、ア

ク
セ
ル
ワ
ー
ク
、
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
等
の
総
合
的
な
操
縦
技
能
を

競
う
。審
査
で
は
、コ
ー
ス
オ
ー

バ
ー
、パ
イ
ロ
ン
タ
ッ
チ
、転
倒

等
が
減
点
対
象
。
１
周
の
走
行

タ
イ
ム
に
よ
っ
て
採
点
さ
れ
る
。

〈
傾
斜
走
行
操
縦
（
ス
ラ
ロ
ー

ム
）（
男
性
Ｂ
・
女
性
）〉　

　
傾
斜
走
行
操
縦
（
ス
ラ
ロ
ー

ム
）
競
技
は
、
指
定
さ
れ
た
Ｓ

型
、
ク
ラ
ン
ク
型
複
合
の
曲
線

コ
ー
ス
を
正
確
に
走
行
す
る
技

能
を
競
う
も
の
。
バ
ラ
ン
ス
、

乗
車
姿
勢
、
ブ
レ
ー
キ
の
使
い

方
、
ア
ク
セ
ル
ワ
ー
ク
等
、
極

め
て
高
度
な
運
転
技
術
が
必
要

と
な
る
。
コ
ー
ス
逸
脱
、
落
輪

等
が
減
点
対
象
と
な
る
。

　
競
技
の
結
果
、
団
体
の
優
勝

は
第
１
部
が
警
視
庁
、
第
２
部

が
熊
本
県
警
、
個
人
競
技
で

は
、
不
整
地
走
行
操
縦
競
技
で

愛
知
県
警
の
古
賀
勇
百
巡
査

長
、
傾
斜
走
行
操
縦
（
ス
ラ
ロ

ー
ム
）
競
技
の
男
性
の
部
で
は

熊
本
県
警
の
川
上
拓
海
巡
査

長
、
女
性
の
部
で
は
兵
庫
県
警

の
塩
津
文
菜
巡
査
が
優
勝
し

た
。
閉
会
式
で
は
、
各
入
賞
都

道
府
県
と
入
賞
者
に
、
早
川
智

之
交
通
局
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。 ▲

当
社
の
大
会
写
真

販
売
ペ
ー
ジ
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警
視
庁
交
通
執
行
課

　
　
　
　
　
菅
野
　
泰
史
警
部
補
（
47
）

　
優
勝
し
て
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
選
手

た
ち
が
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
訓

練
通
り
の
力
を
、
選

問
題
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
前
日
の
競
技
が
中
止
に

な
っ
た
の
で
、
一
回
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
、
今
日
が
本

番
最
後
と
い
う
こ
と
で
、
も

う
一
回
気
合
を
入
れ
直
し
て

臨
み
ま
し
た
。
と
に
か
く
大

会
で
ミ
ス
を
す
る
と
い
け
な

　
優
勝
し
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
普
段

通
り
昨
日
も
生
活
し

て
い
ま
し
た
の
で
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

手
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮
し

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
訓

練
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
人
一
人
が
考
え
を
持
っ
て

で
き
る
よ
う
に
、
主
体
性
を

持
っ
て
訓
練
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は

や
は
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

警視庁 熊本県警
団体第１部優勝

競技の

様子

５ 1011 月52
７ （ ）第 3 種郵便物認可

優勝 優勝

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー事

で
す
の
で
、
私
は
「
一
枚

岩
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う

の
で
す
が
、
チ
ー
ム
が
「
一
枚

岩
」
に
な
る
よ
う
に
監
督
、
コ

ー
チ
、
選
手
、
選
手
以
外
の
訓

練
生
ま
で
、
み
ん
な
一
つ
に
な

っ
て
大
会
に
臨
む
ぞ
と
い
う
こ

と
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
結
果
で
得
た
力
を
、
次
の

世
代
に
も
指
導
し
て
い
き
な
が

ら
、
来
年
も
優
勝
を
目
指
し
て

訓
練
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

団体第２部優勝

熊
本
県
警
察
交
通
機
動
隊

　
　
　
　
　
新
永
　
昌
広
警
部
補
（
46
）

監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ーい

の
で
、
常
に
ミ
ス
を
し
な
い

走
り
を
毎
日
心
が
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
勝
っ
て
実
力

を
出
せ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
実
力
を
出
す
た

め
に
、
今
ま
で
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
人
た
ち
の
思
い
も
背
負

っ
て
臨
ん
だ
こ
と
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
来
年
は
、
２
連
覇

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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い
ま
だ
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

な
の
？
　
と
思
う
方
も
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、ハ
ム
は
電
波
を
媒

体
に
し
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

  

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

  

と
の
出
会
い

　
小
学
4
年
の
と
き
、
と
な
り

町
の
電
気
屋
で
電
子
部
品
を
販

売
し
て
い
る
と
知
り
、
自
転
車

で
片
道
1
時
間
余
り
か
け
て
部

品
を
買
い
求
め
て
き
て
、
初
め

て
組
み
立
て
た
鉱
石
ラ
ジ
オ
か

ら
放
送
が
聞
こ
え
た
と
き
の
感

動
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　
そ
の
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
で
「
ハ

ロ
ー
C
Q
」
と
い
う
番
組
が
放

送
さ
れ
て
い
た
。
中
学
生
が
電

波
を
通
し
て
冒
険
し
な
が
ら
友

達
を
作
る
と
い
う
よ
う
な
内
容

で
あ
り
、
こ
の
番
組
に
刺
激
さ

れ
、
無
線
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

    
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

 

ホ
ビ
ー

　
昭
和
45
年
こ
ろ
の
日
本
の
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
局
数
は
約
15
万

局
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と
は
い
え
電

波
法
に
よ
り
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
技
士
」
と
い
う
無
線
従
事
者

免
許
を
取
得
し
、
さ
ら
に
無
線

局
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
開

局
で
き
な
い
な
ど
の
規
制
が
あ

り
、「
高
尚
な
趣
味
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

ホ
ビ
ー
」と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

　
当
時
、
小
学
生
が
無
線
従
事

者
免
許
を
取
得
し
て
無
線
局
を

開
局
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
た

の
で
、
自
分
も
無
線
従
事
者
免

許
を
取
得
し
よ
う
と
、
親
に
内

緒
で
通
信
教
育
の
申
し
込
み
を

し
て
し
ま
い
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
幸
い
、
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
条
件
付

で
了
承
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

最
終
的
に
は
無
線
従
事
者
免
許

を
取
得
し
た
。

　
開
　
局

　
無
線
局
を
開
局
す
る
に
は
、

無
線
機
等
を
準
備
し
無
線
局
免

許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
が
、
無
線
機
を
自
作
す
る

能
力
は
な
く
、
高
価
で
あ
る
が

市
販
品
を
購
入
す
る
こ
と
と

し
、
小
学
5
年
生
の
こ
ろ
か

ら
、
新
聞
配
達
や
春
休
み
な
ど

に
は
土
木
作
業
な
ど
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
準
備

を
進
め
た
。

　
高
校
に
入
っ
て
す
ぐ
、
友
人

と
秋
葉
原
電
気
街
で
無
線
機
を

購
入
し
て
き
て
、
や
っ
と
開
局

（
無
線
局
免
許
の
交
付
）。
そ

れ
以
来
運
用
実
態
は
様
々
だ
が

55
年
余
り
無
線
局
の
免
許
を
切

ら
す
こ
と
な
く
続
け
て
い
る
。

　
高
校
、
大
学
生
時
代
は
、
無

線
の
世
界
で
は
D
X
（
D
i
s

t
a
n
c
e
の
略
）
と
い
う

が
、
主
に
海
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
局
と
交
信
し
、
Q
S
L
カ

ー
ド
（
交
信
証
）
を
集
め
る
こ

と
に
夢
中
に
な
っ
た
。
就
職
後

は
、
転
勤
先
の
宿
舎
な
ど
で
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
無
線
通
信

を
楽
し
ん
で
き
た
。

　

J
P
H
C
に
つ
い
て

　
J
P
H
C
はJ

a
p
a
n

 P
o
lice 

H
a
m

 C
o
m
m
u
n
ic
a
t
io
n

の
略
、
日
本
語
で
は
「
日
本
警

友
ハ
ム
連
絡
会
」
と
い
い
、
全

国
の
警
察
職
員
や
そ
の
O
B
な

ど
で
組
織
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
家
の
親
睦
団
体
の
こ
と
。

　
こ
の
組
織
は
警
視
庁
や
静
岡

県
警
、
宮
城
県
警
な
ど
の
警
察

本
部
単
位
の
無
線
ク
ラ
ブ
の
諸

先
輩
方
が
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
と
し
て
昭
和
50
年
に
発

足
さ
せ
た
も
の
で
、
今
年
で
50

年
を
迎
え
た
。

　
J
P
H
C
は
、
警
察
庁
や
皇

宮
警
察
、
都
道
府
県
警
察
ご
と

に
存
在
す
る
無
線
ク
ラ
ブ
で
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
、

警
察
職
員
や
O
B
で
あ
れ
ば
個

人
で
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
警
察
庁
に
も
「
J
P
H
C
霞

が
関
」
と
い
う
無
線
ク
ラ
ブ
が

あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
局
と
し
て
無

線
局
を
開
設
し
て
、
警
察
庁
の

文
化
祭
な
ど
に
、
旧
人
事
院
ビ

ル
の
５
F
講
堂
や
屋
上
な
ど
で

公
開
運
用
・
実
験
、
全
国
白
バ

イ
安
全
運
転
競
技
大
会
会
場
か

ら
記
念
運
用
を
行
っ
た
の
だ

が
、
平
成
の
初
め
の
こ
ろ
に
各

種
ク
ラ
ブ
活
動
が
廃
止
に
な

り
、
メ
ン
バ
ー
も
減
少
、
し
ば

ら
く
は
有
志
で
ク
ラ
ブ
局
の
運

用
を
し
て
い
た
も
の
の
、
現
在

は
廃
局
し
個
人
的
な
活
動
に
な

っ
て
い
る
。

　

J
P
H
C
の
活
動

　
J
P
H
C
の
活
動
と
し
て

は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
短
波
帯

に
連
絡
周
波
数
を
設
け
て
毎
週

定
時
通
信
（
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
）

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
全
国
総

会
の
開
催
（
ち
な
み
に
今
年
は

北
海
道
）、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
非
常
通
信

訓
練
・
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

地
域
の
安
全
安
心
に
関
す
る
活

動
へ
の
参
加
、
メ
ン
バ
ー
同
士

の
親
睦
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
地
道
な
活
動
だ

が
、
無
線
交
信
の
際
に
交
通
安

全
や
防
犯
に
関
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
送
信
し
た
り
、

Q
S
L
カ
ー
ド
（
交
信
証
）
に

交
通
安
全
な
ど
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
記
載
し
て
配
布
し
た

り
、
全
国
白
バ
イ
安
全
運
転
競

技
大
会
等
の
P
R
な
ど
警
察
の

広
報
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
ク
ラ
ブ
局
も
あ
る
。

　
し
か
し
、約
1
3
6
万
局（
１

９
９
４
年
度
末
）
も
あ
っ
た
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
局
だ
が
、
昨
年

度
末
に
は
34
万
局
ま
で
減
少
し

た
こ
と
や
、
警
察
組
織
に
お
け

る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
等
に
対
す

る
理
解
不
足
、
就
業
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
県
警
等
の
無

線
ク
ラ
ブ
の
維
持
が
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

転
勤
先
で
も
連
携

　
在
職
中
に
、
石
川
、
兵
庫
、
鹿

児
島
、
佐
賀
の
4
県
に
勤
務
し

た
が
、
い
ず
れ
の
県
警
で
も
J

P
H
C
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
等
と

連
携
し
、
一
緒
に
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
や
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、懇
親
な
ど
を
し
、ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
地
か
ら
全
国
の
警

友
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
の

無
線
通
信
を
楽
し
ん
だ
も
の
だ
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

 

　
が
役
に
立
っ
た
話

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
は
、
非

常
通
信
用
の
周
波
数
が
決
ま
っ

て
い
る
。
私
の
経
験
で
は
な
い

が
、
普
段
か
ら
非
常
通
信
周
波

数
を
傍
受
し
て
い
た
警
友
が
、

山
岳
遭
難
者
な
ど
か
ら
救
助
を

求
め
る
内
容
の
無
線
を
受
け
、

地
元
県
警
や
救
助
隊
へ
通
報
・

連
携
す
る
な
ど
し
て
人
命
救
助

に
貢
献
し
た
り
、
車
で
移
動
中

に
ひ
き
逃
げ
事
件
に
遭
遇
し
て

逃
げ
る
被
疑
車
両
の
追
尾
や
車

両
情
報
な
ど
を
無
線
仲
間
を
介

し
て
県
警
等
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
提
供
し
て
検
挙
に
結
び
つ
い

た
例
も
あ
る
。

　

ハ
ム
は
暗
い
趣
味
？

　
あ
る
時
、趣
味
を
聞
か
れ「
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
」
と
答
え
た
と

こ
ろ
、「
暗
い
趣
味
だ
ね
」と
い

わ
れ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

ふ
む
ふ
む
…
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
は
暗
い
趣
味
」
か
、
世
の
中

の
賢
者
に
は
そ
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。

多
分
そ
の
人
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
を
よ
く
知
ら
ず
に
、
単
に

無
線
機
の
前
で
電
建
（
キ
ー
）

を
ひ
た
す
ら
ト
ン
・
ツ
ー
・
ト

ン
・
ツ
ー
と
打
ち
、
姿
の
見
え

な
い
相
手
と
話
を
す
る
だ
け
と

　
私
の
い
く
つ
か

あ
る
趣
味
の
中
で

子
供
の
こ
ろ
か
ら

長
～
く
続
く
の
が

ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
、い
わ
ゆ
る「
ハ

ム
」
で
あ
る
。

長 

嶋 

　
良

思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
無
線
の
世
界
は
も
っ
と
広

く
、
世
代
や
肩
書
を
こ
え
た
付

き
合
い
を
し
て
く
れ
る
。ま
た
、

A
R
D
F
や
フ
ォ
ッ
ク
ス
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
主
催
者
が
設

置
し
た
電
波
発
信
装
置
を
、
受

信
器
と
ア
ン
テ
ナ
を
持
っ
て
探

査
し
て
発
見
す
る
（
捕
ま
え

る
）
た
め
に
野
山
を
走
り
回
る

と
い
う
、
ま
さ
に
体
力
と
受
信

技
術
、
距
離
や
方
位
の
探
査
能

力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
競
技
会

も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　
趣
味
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
価
値

観
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
他

人
の
趣
味
の
善
し
悪
し
の
評
価

や
批
判
は
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
特
に
自
分
が
経
験
し
て
い
な

い
趣
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

し
、
楽
し
み
方
、
感
じ
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
あ
る
。
人
に

迷
惑
を
か
け
ず
個
人
的
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
が
減
少

す
る
中
だ
が
、
キ
ン
グ
・
オ
ブ

・
ホ
ビ
ー
と
い
わ
れ
た
無
線
を

趣
味
と
し
て
今
し
ば
ら
く
続
け

よ
う
と
思
う
。

　
全
国
の
J
P
H
C
、
日
本
警

友
ハ
ム
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
日

ご
ろ
の
活
動
に
感
謝
を
込
め
て

…
。

（
株
式
会
社
R
M
J
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
顧
問
）

元
佐
賀
県
警
察
本
部
長

  
K
i
n
g 
o
f 
H
o
b
b
y

     
～
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
長
い
趣
味
～
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